
i
ゆ
ト
N
i

【12】

毎
月
2
3
日
は
ふ
み
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
紙
で
心
の
交
流
を

　
手
紙
を
書
く
こ
と
を
通
じ
て
、
心

と
心
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
同
時
に
手
紙
文
化
、
文
字
文
化

の
見
直
し
の
気
運
を
盛
り
上
げ
る
一

助
に
も
な
れ
ば
と
い
う
趣
旨
で
、
郵

政
省
で
は
毎
月
二
十
三
日
を
「
ふ
み

の
日
」
と
し
、
手
紙
を
書
く
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
電
話
の
普
及
な
ど
に
よ
り

手
紙
を
書
く
人
が
減
少
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
「
ふ
み
の
日
」

を
契
機
と
し
て
、
も
の
ご
と
を
深
く

考
え
、
的
確
に
表
現
す
る
と
い
う
一

つ
の
機
会
を
培
う
た
め
、
生
活
の
中

に
も
の
を
書
く
習
慣
を
取
り
戻
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
七
月
二
十
三
日
（
ふ
み
月

ふ
み
の
日
）
に
は
、
　
「
妖
精
と
手
紙

（
六
十
円
）
」
と
「
か
も
め
と
手
紙

四
十
円
）
」
の
切
手
二
種
類
を
発
売

い
た
し
ま
す
。

””””Ill”1”””　昭和57年7月10日　ll”1”llll””1”lll”lll””llIll”””ll””Illlll”II”1”lllll”””II”1

絵
入
り
ハ
ガ
キ
で
夏
だ
よ
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暑
中
見
舞
は
が
き
発
売
中

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
の
到
来
！

　
知
人
や
友
人
な
ど
か
ら
、
涼
風
感

あ
ふ
れ
る
“
夏
だ
よ
り
”
を
い
た
だ

く
の
は
大
変
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

郵
便
局
で
は
、
切
手
に
相
当
す
る
部

分
が
「
す
い
か
」
、
文
を
書
く
方
に

「
せ
み
」
と
「
も
み
じ
あ
お
い
」
を

ヵ
ラ
i
印
刷
し
た
二
種
類
の
暑
中
見

舞
ハ
ガ
キ
を
発
売
し
て
い
ま
す
。

　
絵
入
り
ハ
ガ
キ
に
、
ご
家
族
の
近

況
を
添
え
て
夏
だ
よ
り
を
出
し
ま
し

よ
う
o

　
馨
〆鱗

、

㌔

｝
濠舵
〆
瀞

竃
｛
審

　
　
ン

　
　
コ

　
　
文

省
作
政
紙ll鷺コ．
「

7月20日しめきり

　
日
常
生
活
の
中
で
、
だ
れ
で
も
書

く
手
紙
。
こ
の
手
紙
の
形
式
を
か
り

て
児
童
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
作
文

能
力
を
向
上
さ
せ
、
併
せ
て
豊
か
な

情
操
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と

を
願
っ
て
、
郵
政
省
で
は
、
　
「
手
紙

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
応
募
資
格
は
、
小
・
中
学
生
の
方

で
、
締
切
り
は
七
月
二
十
日
（
必
着
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
お
近
く
の
郵
便

局
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

お早くミお年玉賞品ミ引換え

　　　一7月19日まで一
　お年玉つき年賀ハガキの、お年玉賞品引換期間は、7月19日ま

でです。

　賞品を引換えておられない方は、お早めに引換えてください。

等級 お　　年　　玉 　　組
一

番　　　　　号

A　　組

　　　十
086492

ス7’レオ　ラ　ジ　オ
1339331等 カセッ　トテープ A・B組 811218

レ　コ　　ー　　ダ　ー 共　　通
815630

2等 折　り　た　たみ式
自　　　転　　　車

A　　組

A・B組

下5けた　30952
下5けた

共　　通 89745
手紙セット（便せん・封 A・B組 下3けた　下3けた

3等 筒・グリーティングカ
ードのセット）

共　　通 229　　　482

4等 お年玉切手シート A・B組
共　　通

下2けた下2けた下2けた

　23　　43　　95

戸
籍
の
明
暗

　
　
　
　
　
　
六
月

■
新
婚
さ
ん

　
　
上
田
留
作
（
十
日
町
市
・
中
条
甲
）

　
　
佐
藤
美
津
子
（
曽
根
・
日
影
）

■
う
ぶ
声

　
久
保
田
　
忍
（
藤
原
・
勇
の
長
女
）

　
福
原
高
志
（
天
水
越
・
滋
の
長
男
）

■
お
く
や
み

　
樋
口
長
一
㈱
（
中
尾
・
場
丁
）

　
佐
藤
要
蔵
㈹
（
上
之
山
・
要
蔵
）

　
高
橋
喜
市
郎
㈹
（
天
水
島
・
山
根
）

　
小
野
塚
栄
作
㈹
（
東
川
・
加
満
田
や
）

　
志
賀
シ
ン
偽
（
松
口
・
松
葉
屋
）

圃
の
患
者
輸
送

■
浦
田
地
区

　
▽
木
曜
日
、
浦
田
出
張
日

　
　
1
日
、
1
5
日
、
2
9
日

　
▽
月
曜
日
、
松
之
山
診
療
所

　
　
5
日
、
1
9
日

■
東
川
村
区

　
▽
木
曜
日
、
東
川
出
張
日

　
　
8
日
、
2
2
日

　
▽
月
曜
日
、
松
之
山
診
療
所

　
　
12
日
、
2
6
日

■
三
省
地
区
　
▽
水
曜
日

　
　
7
日
、
2
1
日
、
2
8
日

■
松
ロ
地
区
　
▽
金
曜
日

　
　
2
日
、
9
日
、
1
6
日
、
2
3
日
、

　
　
3
0
日

No．78一蜘継

／5

趨
協

1982
裏曝窪』嬰》
癩醸一．

水の日・水の週間
　▼甲一　▼，”▼軸一用－　　　8月1日～7日

水資源の有限性、水の貴重さおよび水資源開発の重要性に対する関心を高め、理解を深め

水資源の有効利用を図るものとして昭和52年5月31日に8月1日を「水の日」、この日を初

日とする1週間を「水の週間」とすることが定められました。

□発行　新潟県　松之山町　□編集　議会事務局世帯1，371戸女。2，511人男2，386人

8月1日現在
人II4．897人
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鎌
ノレ

昭和57年　水田馴用再編窯

転作面積95ヘクタ

4％で目標達成110．
　
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
の
転
作

水
田
現
地
確
認
が
行
な
わ
れ
、
こ
の

集
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
転
作
の
実
施
に
当
っ
て
は
農
家
個

々
の
自
主
的
な
実
施
計
画
に
よ
っ
て

町
全
体
及
び
地
域
の
対
策
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
目
標
面
積
八
六
・
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
対
し
て
実
施
総
面
積
九

五
・
四
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
一
一

〇
・
四
％
の
実
施
率
で
、
目
標
を
達

成
し
ま
し
た
。
な
お
昨
年
の
転
作
実

施
面
積
は
八
O
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◎
実
施
戸
数
　
六
一
五
戸

◎
転
作
面
積
　
八
六
・
九
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

◎
通
年
施
行
　
八
・
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

今
年
の
米
の
限
度
数
量

◎
う
る
ち
　
四
一
、
五
八
三
俵

◎
も
　
ち
　
　
『
、
四
〇
〇
俵

　
　
計
四
二
、
九
八
三
俵

転作の実績

浦
田
の
温
泉
掘
さ
く

四
百
メ
ー
ト
ル
の
地
熱
3
8
度
水
の
層
求
め
増
掘

　
浦
田
温
泉
の
掘
削
が
7
月
2
3
日
請

負
契
約
の
四
百
メ
ー
ト
ル
に
達
し
ま

し
た
。
請
負
者
㈱
日
サ
ク
の
四
百
メ

ー
ト
ル
ま
で
の
電
気
検
層
調
査
が
終

っ
た
の
で
、
7
月
2
7
日
議
会
全
員
協

議
会
が
開
か
れ
今
後
の
対
応
策
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
四
百
メ
i

ト
ル
地
点
の
地
熱
は
三
十
八
度
で
温

度
は
順
調
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
あ
と
は
水
の
層
に

あ
た
れ
ば
温
泉
と
な
る
の
で
当
然
の

こ
と
な
が
ら
地
元
の
期
待
も
大
き
く
、

現
地
点
で
中
止
せ
ず
さ
ら
に
掘
削
を

進
め
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
も
出
て

い
る
こ
と
か
ら
こ
の
ま
ま
工
事
を
中

止
し
て
機
械
を
ひ
き
あ
げ
て
し
ま
う

と
、
再
び
掘
削
す
る
に
し
て
も
機
械

の
設
置
等
諸
経
費
が
か
か
る
こ
と
な

ど
も
考
慮
さ
れ
、
温
泉
の
専
門
家
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
増
掘
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
現
在
ま
で
の
工
事
費
用
は
一
、
八
五

〇
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
増
掘
費
用
は
メ
ー
タ
ー
当
り

四
万
円
か
ら
四
万
三
千
円
と
な
り
そ

う
で
す
。
こ
の
浦
田
温
泉
の
掘
削
は

県
温
泉
審
議
会
の
諮
問
に
よ
り
七
百

メ
ー
ト
ル
ま
で
県
知
事
の
許
可
を
得

て
い
ま
す
。

積 目標面積 実施 率
一
a 260a 102．6％

70 104．9

75 ll）5．2

『　　　一

一　一　一

80

350

140

450

105．3
一　一　　一　　一　　㎜

116．〇

　　一　一　　一　＝

107．9
　　一一「
105．o

260 113．8

355 106．7

260 136．1

100 105．7

360 141．6

8 595 102．8

177 107．6

245 104．1

55 111．3

0 195 107．7

4 100 107．4

5 125 102．8

2’

255 119．7

60 131．8

6 40 104．0

40 107．8

5 295 102．9

5 240 104．4

一 93 119．0

9 170 135．8

4 400 103．6

5 520 120．8

5 320 103．6

8 125 105．4

3 375 102．5

4 370 106．6

3 205 111．9

7 540 102．2

8 350 102．8

6．7 8650　，
110．4

r輩
r劃1叢

欝1
43　i509．9

718、8

190．5

255．1

61．2

210、0

107。4

128．5

305．2

79．1

43

40

16

24

19

17

　9

12

13

　4

041．6

8
9
4

。
亙
6
㎜
8

6
4
5
6
9
2
8

43．1

303．5

250．5

110．7

230．9

414．4

534．5

331．5

131．8

384．3

394。4

229．3

551．7

359．8

4
5
一
3

　
　
一
2

4546

lll川ll川川川川1

部落名

松之山
兎　口

光　間
新　山
水　梨
小　谷
大荒戸
下川手
上川手
湯　山
湯　本
天水越
天水島
藤　倉
中　尾
東　川

池
一
也

　
｝
～

．
蝦
．
蝦

上
下
五十子平

坪　野
赤 倉

東　山

難
慧
画
謙
縮
　
鶉
原

計

中
一
　
合

ll”“ll””1”””1【3】Illll”ll”II”1”1””“ll””1”1“lllllIII”ll””川ll”il“1”””1”1”ll”II”””1”川llIlllll”川“1“1”Il“1”lll””IIll“1111川lll”1”1”i“III広報まつのやまN・．781“”ml“”ll“llI

第1回松之山町農業祭
　　10月31目（目）自然休養村tzンタ

　
第
一
回
松
之
山
町
屋
業
祭
が
十
月

三
十
一
日
（
日
）
自
然
休
養
村
セ
ン

タ
ー
及
び
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

す
。
　
“
み
な
お
そ
う
、
ふ
る
里
”
が

テ
ー
マ
の
こ
の
祭
は
、
農
協
・
婦
人

会
・
青
年
団
等
の
協
力
に
よ
り
行
わ

れ
ま
す
が
、
野
菜
の
即
売
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
農
家
の
方

は
今
か
ら
野
菜
を
た
く
さ
ん
つ
く
り

出
荷
を
心
が
け
て
下
費
い
。

　
な
お
特
定
分
収
林
促
進
事
業
の
出

資
者
を
募
集
し
こ
の
会
員
も
農
業
祭

に
招
待
し
て
町
民
と
の
親
睦
や
理
解

を
深
め
、
ふ
る
里
松
之
山
を
み
な
お

そ
う
と
い
う
目
的
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。　
芸
能
部
門
で
は
十
時
か
ら
三
時
半

ま
で
民
謡
・
踊
り
、
劇
な
ど
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
き
ご
家
族
お
そ

ろ
い
で
お
楽
し
み
下
さ
い
。

農機具展示

農
業
祭
の
行
事

▽
農
機
具
展
示
（
町
内
業
者
）

▽
牛
肉
安
売
り
（
浦
田
農
協
）

▽
も
ち
つ
き
大
会
（
青
年
団
）

▽
野
菜
即
売
（
農
協
・
町
）

▽
ポ
ン
菓
子
（
農
協
・
町
）

▽
地
域
の
自
ま
ん
料
理
展
示
（
婦
人

　
会
・
普
及
所
）

▽
手
打
そ
ば
試
食
会
（
婦
人
会
）

▽
銘
柄
米
試
食
会
（
婦
人
会
）

▽
錦
鯉
品
評
会

▽
菊
花
展

▽
芸
能
大
会

〆登
覧
”
・

亀
，
）
、

（
8

写

露ρ

勺

繋
　　牛肉安売

“
色

統泰

　　　oo

　　　　　》

》秘
〃

甥

、
魅
b
　
∋

　
（

G

ワ

ノ

もちつき大会

野菜即売コーナー

　
　
Qo

、
　
℃
（
）

う

簿

、
パ
あ
「

ノ

凱ろイ
畷　　、

めノ、
ζ

手打そば試食会

／』つ。

　　　②
　錦鯉品評会

！
」

．
物

声

敦
（
D

ヤ

攣

ゾ
　
　
～
　
　
　
　
　
　
讐

・
（
｛
灰
簸
憲
膿
，

　
δ

　
　
　
“
　
．
，

鳩
冨

『
一q

　コ貞臨曜」ノ
㍗　 ∠

撫o

菊
花
展

銘柄米試食会

イラスト　大見永子さん
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昭和57年8月5日

鎌
ノレ

昭和57年　水田馴用再編窯

転作面積95ヘクタ

4％で目標達成110．
　
水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
の
転
作

水
田
現
地
確
認
が
行
な
わ
れ
、
こ
の

集
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
転
作
の
実
施
に
当
っ
て
は
農
家
個

々
の
自
主
的
な
実
施
計
画
に
よ
っ
て

町
全
体
及
び
地
域
の
対
策
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
目
標
面
積
八
六
・
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
対
し
て
実
施
総
面
積
九

五
・
四
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
一
一

〇
・
四
％
の
実
施
率
で
、
目
標
を
達

成
し
ま
し
た
。
な
お
昨
年
の
転
作
実

施
面
積
は
八
O
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◎
実
施
戸
数
　
六
一
五
戸

◎
転
作
面
積
　
八
六
・
九
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

◎
通
年
施
行
　
八
・
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

今
年
の
米
の
限
度
数
量

◎
う
る
ち
　
四
一
、
五
八
三
俵

◎
も
　
ち
　
　
『
、
四
〇
〇
俵

　
　
計
四
二
、
九
八
三
俵

転作の実績

浦
田
の
温
泉
掘
さ
く

四
百
メ
ー
ト
ル
の
地
熱
3
8
度
水
の
層
求
め
増
掘

　
浦
田
温
泉
の
掘
削
が
7
月
2
3
日
請

負
契
約
の
四
百
メ
ー
ト
ル
に
達
し
ま

し
た
。
請
負
者
㈱
日
サ
ク
の
四
百
メ

ー
ト
ル
ま
で
の
電
気
検
層
調
査
が
終

っ
た
の
で
、
7
月
2
7
日
議
会
全
員
協

議
会
が
開
か
れ
今
後
の
対
応
策
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
四
百
メ
i

ト
ル
地
点
の
地
熱
は
三
十
八
度
で
温

度
は
順
調
に
上
昇
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
あ
と
は
水
の
層
に

あ
た
れ
ば
温
泉
と
な
る
の
で
当
然
の

こ
と
な
が
ら
地
元
の
期
待
も
大
き
く
、

現
地
点
で
中
止
せ
ず
さ
ら
に
掘
削
を

進
め
て
欲
し
い
と
い
う
意
見
も
出
て

い
る
こ
と
か
ら
こ
の
ま
ま
工
事
を
中

止
し
て
機
械
を
ひ
き
あ
げ
て
し
ま
う

と
、
再
び
掘
削
す
る
に
し
て
も
機
械

の
設
置
等
諸
経
費
が
か
か
る
こ
と
な

ど
も
考
慮
さ
れ
、
温
泉
の
専
門
家
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
増
掘
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
現
在
ま
で
の
工
事
費
用
は
一
、
八
五

〇
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
増
掘
費
用
は
メ
ー
タ
ー
当
り

四
万
円
か
ら
四
万
三
千
円
と
な
り
そ

う
で
す
。
こ
の
浦
田
温
泉
の
掘
削
は

県
温
泉
審
議
会
の
諮
問
に
よ
り
七
百

メ
ー
ト
ル
ま
で
県
知
事
の
許
可
を
得

て
い
ま
す
。

積 目標面積 実施 率
一
a 260a 102．6％

70 104．9

75 ll）5．2

『　　　一

一　一　一

80

350

140

450

105．3
一　一　　一　　一　　㎜

116．〇

　　一　一　　一　＝

107．9
　　一一「
105．o

260 113．8

355 106．7

260 136．1

100 105．7

360 141．6

8 595 102．8

177 107．6

245 104．1

55 111．3

0 195 107．7

4 100 107．4

5 125 102．8

2’

255 119．7

60 131．8

6 40 104．0

40 107．8

5 295 102．9

5 240 104．4

一 93 119．0

9 170 135．8

4 400 103．6

5 520 120．8

5 320 103．6

8 125 105．4

3 375 102．5

4 370 106．6

3 205 111．9

7 540 102．2

8 350 102．8

6．7 8650　，
110．4

r輩
r劃1叢

欝1
43　i509．9

718、8

190．5

255．1

61．2

210、0

107。4

128．5

305．2

79．1

43

40

16

24

19

17

　9

12

13

　4

041．6

8
9
4

。
亙
6
㎜
8

6
4
5
6
9
2
8

43．1

303．5

250．5

110．7

230．9

414．4

534．5

331．5

131．8

384．3

394。4

229．3

551．7

359．8

4
5
一
3

　
　
一
2

4546
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部落名

松之山
兎　口

光　間
新　山
水　梨
小　谷
大荒戸
下川手
上川手
湯　山
湯　本
天水越
天水島
藤　倉
中　尾
東　川

池
一
也

　
｝
～

．
蝦
．
蝦

上
下
五十子平

坪　野
赤 倉

東　山

難
慧
画
謙
縮
　
鶉
原

計

中
一
　
合
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第1回松之山町農業祭
　　10月31目（目）自然休養村tzンタ

　
第
一
回
松
之
山
町
屋
業
祭
が
十
月

三
十
一
日
（
日
）
自
然
休
養
村
セ
ン

タ
ー
及
び
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

す
。
　
“
み
な
お
そ
う
、
ふ
る
里
”
が

テ
ー
マ
の
こ
の
祭
は
、
農
協
・
婦
人

会
・
青
年
団
等
の
協
力
に
よ
り
行
わ

れ
ま
す
が
、
野
菜
の
即
売
コ
ー
ナ
ー

な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
農
家
の
方

は
今
か
ら
野
菜
を
た
く
さ
ん
つ
く
り

出
荷
を
心
が
け
て
下
費
い
。

　
な
お
特
定
分
収
林
促
進
事
業
の
出

資
者
を
募
集
し
こ
の
会
員
も
農
業
祭

に
招
待
し
て
町
民
と
の
親
睦
や
理
解

を
深
め
、
ふ
る
里
松
之
山
を
み
な
お

そ
う
と
い
う
目
的
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。　
芸
能
部
門
で
は
十
時
か
ら
三
時
半

ま
で
民
謡
・
踊
り
、
劇
な
ど
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
き
ご
家
族
お
そ

ろ
い
で
お
楽
し
み
下
さ
い
。

農機具展示

農
業
祭
の
行
事

▽
農
機
具
展
示
（
町
内
業
者
）

▽
牛
肉
安
売
り
（
浦
田
農
協
）

▽
も
ち
つ
き
大
会
（
青
年
団
）

▽
野
菜
即
売
（
農
協
・
町
）

▽
ポ
ン
菓
子
（
農
協
・
町
）

▽
地
域
の
自
ま
ん
料
理
展
示
（
婦
人

　
会
・
普
及
所
）

▽
手
打
そ
ば
試
食
会
（
婦
人
会
）

▽
銘
柄
米
試
食
会
（
婦
人
会
）

▽
錦
鯉
品
評
会

▽
菊
花
展

▽
芸
能
大
会

〆登
覧
”
・

亀
，
）
、

（
8

写

露ρ

勺

繋
　　牛肉安売

“
色

統泰

　　　oo

　　　　　》

》秘
〃

甥

、
魅
b
　
∋

　
（

G

ワ

ノ

もちつき大会

野菜即売コーナー

　
　
Qo

、
　
℃
（
）

う

簿

、
パ
あ
「

ノ

凱ろイ
畷　　、

めノ、
ζ

手打そば試食会

／』つ。

　　　②
　錦鯉品評会

！
」

．
物

声

敦
（
D

ヤ

攣

ゾ
　
　
～
　
　
　
　
　
　
讐

・
（
｛
灰
簸
憲
膿
，

　
δ

　
　
　
“
　
．
，

鳩
冨

『
一q

　コ貞臨曜」ノ
㍗　 ∠

撫o

菊
花
展

銘柄米試食会

イラスト　大見永子さん
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自分も他人も

伽
口

、
つ楽しくなるように飲も

酒の上手な飲み万

悪
い
飲
み
方
を
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
供
に
も
影
響

　
新
潟
県
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
“
ア
ル
コ
ー
ル
さ
わ
や
か
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
．
に
い
が
た
”
と
名
づ
け
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
の
運
動
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
適
正
飲
酒
を
中
心
と
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
と
健
康
に
関
す
る

啓
蒙
普
及
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
七
月
六
日
同
セ
ン
タ
ー
の
新
井
田
精
神
衛
生
相
談
員
が
「
お
酒
の
じ
ょ

う
ず
な
飲
み
方
」
と
題
し
役
場
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
酒
が
”
百
薬
の
長
”
と
な
る
か
、

”
毒
”
に
な
る
か
は
、
飲
む
人
に
よ

っ
て
、
飲
み
方
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま

す
。　
豊
か
な
生
活
と
調
和
の
と
れ
た
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
酒
の
も
つ

て
い
る
功
罪
両
面
に
つ
い
て
、
今
一

度
考
え
な
お
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
．
、

　
適
正
飲
酒
と
は
、
　
”
飲
む
－
こ
と

を
選
ん
だ
人
た
ち
が
、
酒
に
対
す
る

知
識
を
身
に
つ
け
、
健
康
に
飲
酒
す

▲酒休二日をすすめる新井田講師

る
こ
と
で
す
．
酒
を
知
り
、
己
を
知

っ
て
上
手
に
飲
ん
で
こ
そ
、
酒
は
人

生
に
豊
か
な
会
話
と
笑
い
を
も
た
ら

し
、
明
日
へ
の
活
力
源
に
な
る
と
い

う
わ
け
で
す
．
、

　
毎
日
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
つ
づ
け

る
と
だ
ん
だ
ん
強
く
な
り
、
知
ら
な

い
間
に
酒
量
が
増
え
ま
す
。
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

週
に
二
日
（
酒
休
二
日
）
酒
を
休
み

ま
し
よ
・
つ
、

　
自
分
の
適
量
を
覚
え
て
お
く
こ
と

が
酒
飲
み
を
自
任
す
る
マ
ナ
ー
で
す
、

お
お
ま
か
な
目
安
と
し
て
、
晩
酌
　

日
、
日
本
酒
で
｝
～
二
合
、
ビ
ー
ル

大
び
ん
で
一
～
二
本
ま
で
が
だ
い
た

い
安
全
圏
内
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
酒
の
上
手
な
飲
み
方

▽
自
分
も
他
人
も
楽
し
く
な
る
よ
う

　
に
飲
も
う
。

▽
酒
の
無
理
強
い
を
し
な
い
。

▽
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
飲
も
う
。

▽
食
べ
な
が
ら
飲
も
う
。

▽
適
量
を
越
え
な
い
よ
う
に
飲
も
う
。

▽
毎
日
続
け
て
飲
ま
な
い
。

▽
く
す
り
と
一
緒
に
飲
ま
な
い
。

▽
強
い
酒
は
薄
め
て
飲
も
う
。

　
生
活
を
豊
か
に
し
、
潤
い
を
与
え

る
は
ず
の
酒
も
適
正
飲
酒
の
枠
を
越

え
て
し
ま
う
と
、
健
康
問
題
、
飲
酒

運
転
に
よ
る
事
故
等
家
庭
問
題
、
職

業
問
題
、
犯
罪
な
ど
、
ア
ル
コ
ー
ル

に
関
連
し
た
い
ろ
い
ろ
の
障
害
を
ひ

き
お
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
心
身
の
病

気
で
あ
る
と
同
時
に
、
家
族
や
社
会

の
病
気
と
も
い
え
ま
す
。
周
囲
の
人

た
ち
の
理
解
と
支
え
が
治
療
の
出
発

点
で
す
。

こ
ん
な
時
は
禁
断
症
状

　
飲
み
す
ぎ
を
突
然
中
止
す
る
と
、

種
々
の
禁
断
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

　
イ
ラ
イ
ラ
感
、
不
安
感
、
心
悸
冗

進
と
い
う
程
度
の
も
の
か
ら
、
振
戦

せ
ん
妄
と
呼
ば
れ
る
異
常
体
験
（
小

さ
な
虫
な
ど
が
た
く
さ
ん
動
い
て
い

る
の
が
み
え
た
り
す
る
）
を
と
も
な

う
状
態
に
ま
で
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。　
大
量
飲
酒
を
は
じ
め
て
か
ら
こ
の

よ
．
「
　
独
い
依
存
状
態
が
形
成
さ
れ

る
ま
で
に
、
普
通
＋
年
、
若
い
人
で

は
五
年
ほ
ど
で
こ
の
状
態
に
達
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　
飲
酒
も
文
化
の
一
つ
で
す
。
大
人

が
悪
い
酒
の
飲
み
方
を
し
て
い
る
と

子
供
た
ち
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
楽
し
い
酒
の
飲
み
方
を
し
て
文
化

の
継
承
者
、
次
代
を
担
う
人
た
ち
に

良
い
酒
の
伝
統
を
残
し
健
康
で
豊
か

な
飲
酒
習
慣
を
伝
え
た
い
も
の
で
す
。
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酒の価格に含まれている

47．8％ビール
26．6％

13．9％
級
級

｛
■
　
2

　
税
金
に
は
、
所
得
ノ
ヘ
相
続
税
な

ど
の
直
接
税
の
ほ
か
に
、
酒
や
貴
石

類
な
ど
の
品
物
に
か
か
る
間
接
税
が

あ
り
ま
す
。

　
間
接
税
は
、
そ
の
品
物
を
買
っ
た

消
費
者
が
負
担
す
る
わ
け
で
す
が
、

あ
ら
か
じ
め
品
物
の
価
格
の
中
に
税

金
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
ど
の
品

物
に
ど
の
く
ら
い
の
税
金
が
か
か
っ

て
い
る
の
か
、
ご
存
じ
な
い
方
も
い

る
で
し
よ
う
。

　
間
接
税
の
中
で
も
私
た
ち
の
生
活

に
関
係
の
深
い
酒
税
に
つ
い
て
見
て

み
ま
し
ょ
う
。
酒
税
法
で
い
う
酒
類

と
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
分
一
度
以
上
の

飲
料
（
清
酒
・
ビ
ー
ル
な
ど
十
種
類

に
分
け
ら
れ
る
）
を
い
い
ま
す
。

　
酒
税
は
、
酒
類
が
製
造
場
か
ら
出

荷
さ
れ
る
と
き
に
、
そ
の
出
荷
数
量

に
税
率
を
か
け
て
計
算
す
る
従
量
課

税
方
式
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
値
段
の
高
い
酒
に
は
、
出
荷

価
格
に
税
率
を
か
け
て
計
算
す
る
従

価
課
税
方
式
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
税
率
は
、
従
量
課
税
・
従
価
課
税

小売価格　1、660円　　265円　2，770円

税　　額　　44！円　127円　1，334円

負担割合　26，6％47．8％48，2％

盈／／1

と
も
、
酒
の
種
類
・
ア
ル
コ
ー
ル
分
、

級
別
な
ど
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
が
ふ
だ
ん
、
そ
れ
と
は
な

し
に
支
払
っ
て
い
る
税
金
も
ま
た
、

国
の
活
動
を
支
え
、
国
民
生
活
を
豊

か
に
す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

酒税の負担割合

　　　　　　　　　　　　　　　　ウイスキー特級（760m¢）　2，770円　1，334円　48．2％
清酒1級　　　ビールウィスキー特級
（1．8’〉　（633簡2）　（760踊’）　　　ウイスキー1級（720m疋）　　1・580円　　　635円　40．2％

　　　　　　　　　　　　　　　　ウイスキー2級（720mセ）　　　800円　　　220円　27．5％

　　　　　　　　　　　　　　　①小売価格は、代表的　商品の一般的な価格です。＜資料〉国税庁

面格 酒税額 負

O円 917円 3
O円 441円 2
0円 169円 1
5円 127円 4
0円 1，334円 4
0円 635円 4
0円 220円 2

清酒

酒税の負担割合

七
月
の

入
札
結
果

7
月
2
日

◎
福
田
道
路
請
負

▽
特
改
四
種
（
舗
装
）
町
道
藤
原
松

　
之
山
線
（
黒
倉
）
　
　
四
二
〇
m

　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
〇
〇
万
円

▽
舗
装
新
設
工
事
、
町
道
藤
原
松
之

　
山
線
（
黒
倉
）
　
　
　
三
〇
〇
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
〇
万
円

7
月
7
日

◎
上
越
舗
道
請
負

▽
湯
山
駐
車
場
舗
装
　
　
七
四
七
㎡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
〇
万
円

◎
高
橋
組
請
負

　
森
林
総
合
利
用
促
進
事
業

▽
テ
ニ
ス
コ
i
卜
（
大
厳
寺
）
四
面

　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
三
〇
万
円

▽
養
魚
施
設
（
大
厳
寺
）
　
　
二
面

　
二
二
五
㎡
　
　
一
、
〇
五
〇
万
円

7
月
15
日

◎
高
橋
組
請
負

　
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
事
業

▽
ほ
場
整
備
（
天
水
越
）

　
第
二
次
工
事
　
三
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
ニ
、
四
三
〇
万
円

◎
飯
塚
建
設
請
負

　
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業

▽
ほ
場
整
備
（
湯
之
島
）

　
第
二
次
工
事
　
四
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
四
〇
万
円

7
月
2
0
日

◎
高
橋
組
請
負

▽
冬
期
孤
立
集
落
機
能
維
持
施
設

　
管
理
棟
「
車
庫
」

　
七
七
㎡

▽
林
道
改
良
工
事
、

（
浦
田
地
内
）

（
松
里
）

　
八
二
〇
万
円

林
道
城
之
越
線

　
　
二
五
五
m

　
三
三
〇
万
円

▽
松
之
山
中
体
育
館
床
張
替

　
六
三
九
㎡
　
　
　
　
九
二
〇
万
円

▽
県
単
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業

　
ほ
場
整
備
（
坪
野
と
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
農
道
整
備
（
坪
野
）
　
　
一
五
〇
m

　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
四
〇
万
円

◎
飯
塚
建
設
請
負

　
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業

▽
ほ
場
整
備
（
湯
之
島
）
第
三
次
工

　
事
、
マ
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
三
六
五
万
円

▽
農
道
整
備
（
湯
之
島
）
第
三
次
工

　
事
、
一
九
二
m
　
　
五
九
〇
万
円
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自分も他人も

伽
口

、
つ楽しくなるように飲も

酒の上手な飲み万

悪
い
飲
み
方
を
し
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
供
に
も
影
響

　
新
潟
県
精
神
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
“
ア
ル
コ
ー
ル
さ
わ
や
か
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
．
に
い
が
た
”
と
名
づ
け
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
の
運
動
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
適
正
飲
酒
を
中
心
と
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
と
健
康
に
関
す
る

啓
蒙
普
及
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
七
月
六
日
同
セ
ン
タ
ー
の
新
井
田
精
神
衛
生
相
談
員
が
「
お
酒
の
じ
ょ

う
ず
な
飲
み
方
」
と
題
し
役
場
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
酒
が
”
百
薬
の
長
”
と
な
る
か
、

”
毒
”
に
な
る
か
は
、
飲
む
人
に
よ

っ
て
、
飲
み
方
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま

す
。　
豊
か
な
生
活
と
調
和
の
と
れ
た
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
酒
の
も
つ

て
い
る
功
罪
両
面
に
つ
い
て
、
今
一

度
考
え
な
お
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
．
、

　
適
正
飲
酒
と
は
、
　
”
飲
む
－
こ
と

を
選
ん
だ
人
た
ち
が
、
酒
に
対
す
る

知
識
を
身
に
つ
け
、
健
康
に
飲
酒
す

▲酒休二日をすすめる新井田講師

る
こ
と
で
す
．
酒
を
知
り
、
己
を
知

っ
て
上
手
に
飲
ん
で
こ
そ
、
酒
は
人

生
に
豊
か
な
会
話
と
笑
い
を
も
た
ら

し
、
明
日
へ
の
活
力
源
に
な
る
と
い

う
わ
け
で
す
．
、

　
毎
日
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
み
つ
づ
け

る
と
だ
ん
だ
ん
強
く
な
り
、
知
ら
な

い
間
に
酒
量
が
増
え
ま
す
。
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

週
に
二
日
（
酒
休
二
日
）
酒
を
休
み

ま
し
よ
・
つ
、

　
自
分
の
適
量
を
覚
え
て
お
く
こ
と

が
酒
飲
み
を
自
任
す
る
マ
ナ
ー
で
す
、

お
お
ま
か
な
目
安
と
し
て
、
晩
酌
　

日
、
日
本
酒
で
｝
～
二
合
、
ビ
ー
ル

大
び
ん
で
一
～
二
本
ま
で
が
だ
い
た

い
安
全
圏
内
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
酒
の
上
手
な
飲
み
方

▽
自
分
も
他
人
も
楽
し
く
な
る
よ
う

　
に
飲
も
う
。

▽
酒
の
無
理
強
い
を
し
な
い
。

▽
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
飲
も
う
。

▽
食
べ
な
が
ら
飲
も
う
。

▽
適
量
を
越
え
な
い
よ
う
に
飲
も
う
。

▽
毎
日
続
け
て
飲
ま
な
い
。

▽
く
す
り
と
一
緒
に
飲
ま
な
い
。

▽
強
い
酒
は
薄
め
て
飲
も
う
。

　
生
活
を
豊
か
に
し
、
潤
い
を
与
え

る
は
ず
の
酒
も
適
正
飲
酒
の
枠
を
越

え
て
し
ま
う
と
、
健
康
問
題
、
飲
酒

運
転
に
よ
る
事
故
等
家
庭
問
題
、
職

業
問
題
、
犯
罪
な
ど
、
ア
ル
コ
ー
ル

に
関
連
し
た
い
ろ
い
ろ
の
障
害
を
ひ

き
お
こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
心
身
の
病

気
で
あ
る
と
同
時
に
、
家
族
や
社
会

の
病
気
と
も
い
え
ま
す
。
周
囲
の
人

た
ち
の
理
解
と
支
え
が
治
療
の
出
発

点
で
す
。

こ
ん
な
時
は
禁
断
症
状

　
飲
み
す
ぎ
を
突
然
中
止
す
る
と
、

種
々
の
禁
断
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

　
イ
ラ
イ
ラ
感
、
不
安
感
、
心
悸
冗

進
と
い
う
程
度
の
も
の
か
ら
、
振
戦

せ
ん
妄
と
呼
ば
れ
る
異
常
体
験
（
小

さ
な
虫
な
ど
が
た
く
さ
ん
動
い
て
い

る
の
が
み
え
た
り
す
る
）
を
と
も
な

う
状
態
に
ま
で
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。　
大
量
飲
酒
を
は
じ
め
て
か
ら
こ
の

よ
．
「
　
独
い
依
存
状
態
が
形
成
さ
れ

る
ま
で
に
、
普
通
＋
年
、
若
い
人
で

は
五
年
ほ
ど
で
こ
の
状
態
に
達
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　
飲
酒
も
文
化
の
一
つ
で
す
。
大
人

が
悪
い
酒
の
飲
み
方
を
し
て
い
る
と

子
供
た
ち
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。

　
楽
し
い
酒
の
飲
み
方
を
し
て
文
化

の
継
承
者
、
次
代
を
担
う
人
た
ち
に

良
い
酒
の
伝
統
を
残
し
健
康
で
豊
か

な
飲
酒
習
慣
を
伝
え
た
い
も
の
で
す
。
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酒の価格に含まれている

47．8％ビール
26．6％

13．9％
級
級

｛
■
　
2

　
税
金
に
は
、
所
得
ノ
ヘ
相
続
税
な

ど
の
直
接
税
の
ほ
か
に
、
酒
や
貴
石

類
な
ど
の
品
物
に
か
か
る
間
接
税
が

あ
り
ま
す
。

　
間
接
税
は
、
そ
の
品
物
を
買
っ
た

消
費
者
が
負
担
す
る
わ
け
で
す
が
、

あ
ら
か
じ
め
品
物
の
価
格
の
中
に
税

金
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
ど
の
品

物
に
ど
の
く
ら
い
の
税
金
が
か
か
っ

て
い
る
の
か
、
ご
存
じ
な
い
方
も
い

る
で
し
よ
う
。

　
間
接
税
の
中
で
も
私
た
ち
の
生
活

に
関
係
の
深
い
酒
税
に
つ
い
て
見
て

み
ま
し
ょ
う
。
酒
税
法
で
い
う
酒
類

と
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
分
一
度
以
上
の

飲
料
（
清
酒
・
ビ
ー
ル
な
ど
十
種
類

に
分
け
ら
れ
る
）
を
い
い
ま
す
。

　
酒
税
は
、
酒
類
が
製
造
場
か
ら
出

荷
さ
れ
る
と
き
に
、
そ
の
出
荷
数
量

に
税
率
を
か
け
て
計
算
す
る
従
量
課

税
方
式
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
値
段
の
高
い
酒
に
は
、
出
荷

価
格
に
税
率
を
か
け
て
計
算
す
る
従

価
課
税
方
式
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
税
率
は
、
従
量
課
税
・
従
価
課
税

小売価格　1、660円　　265円　2，770円

税　　額　　44！円　127円　1，334円

負担割合　26，6％47．8％48，2％

盈／／1

と
も
、
酒
の
種
類
・
ア
ル
コ
ー
ル
分
、

級
別
な
ど
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
が
ふ
だ
ん
、
そ
れ
と
は
な

し
に
支
払
っ
て
い
る
税
金
も
ま
た
、

国
の
活
動
を
支
え
、
国
民
生
活
を
豊

か
に
す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
な

っ
て
い
ま
す
。

酒税の負担割合

　　　　　　　　　　　　　　　　ウイスキー特級（760m¢）　2，770円　1，334円　48．2％
清酒1級　　　ビールウィスキー特級
（1．8’〉　（633簡2）　（760踊’）　　　ウイスキー1級（720m疋）　　1・580円　　　635円　40．2％

　　　　　　　　　　　　　　　　ウイスキー2級（720mセ）　　　800円　　　220円　27．5％

　　　　　　　　　　　　　　　①小売価格は、代表的　商品の一般的な価格です。＜資料〉国税庁

面格 酒税額 負

O円 917円 3
O円 441円 2
0円 169円 1
5円 127円 4
0円 1，334円 4
0円 635円 4
0円 220円 2

清酒

酒税の負担割合

七
月
の

入
札
結
果

7
月
2
日

◎
福
田
道
路
請
負

▽
特
改
四
種
（
舗
装
）
町
道
藤
原
松

　
之
山
線
（
黒
倉
）
　
　
四
二
〇
m

　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
〇
〇
万
円

▽
舗
装
新
設
工
事
、
町
道
藤
原
松
之

　
山
線
（
黒
倉
）
　
　
　
三
〇
〇
m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
〇
万
円

7
月
7
日

◎
上
越
舗
道
請
負

▽
湯
山
駐
車
場
舗
装
　
　
七
四
七
㎡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
〇
万
円

◎
高
橋
組
請
負

　
森
林
総
合
利
用
促
進
事
業

▽
テ
ニ
ス
コ
i
卜
（
大
厳
寺
）
四
面

　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
三
〇
万
円

▽
養
魚
施
設
（
大
厳
寺
）
　
　
二
面

　
二
二
五
㎡
　
　
一
、
〇
五
〇
万
円

7
月
15
日

◎
高
橋
組
請
負

　
団
体
営
地
す
べ
り
関
連
事
業

▽
ほ
場
整
備
（
天
水
越
）

　
第
二
次
工
事
　
三
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
ニ
、
四
三
〇
万
円

◎
飯
塚
建
設
請
負

　
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業

▽
ほ
場
整
備
（
湯
之
島
）

　
第
二
次
工
事
　
四
ニ
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
四
〇
万
円

7
月
2
0
日

◎
高
橋
組
請
負

▽
冬
期
孤
立
集
落
機
能
維
持
施
設

　
管
理
棟
「
車
庫
」

　
七
七
㎡

▽
林
道
改
良
工
事
、

（
浦
田
地
内
）

（
松
里
）

　
八
二
〇
万
円

林
道
城
之
越
線

　
　
二
五
五
m

　
三
三
〇
万
円

▽
松
之
山
中
体
育
館
床
張
替

　
六
三
九
㎡
　
　
　
　
九
二
〇
万
円

▽
県
単
農
業
生
産
基
盤
整
備
事
業

　
ほ
場
整
備
（
坪
野
と
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
農
道
整
備
（
坪
野
）
　
　
一
五
〇
m

　
　
　
　
　
　
　
一
、
三
四
〇
万
円

◎
飯
塚
建
設
請
負

　
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業

▽
ほ
場
整
備
（
湯
之
島
）
第
三
次
工

　
事
、
マ
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
三
六
五
万
円

▽
農
道
整
備
（
湯
之
島
）
第
三
次
工

　
事
、
一
九
二
m
　
　
五
九
〇
万
円
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∠灘膿。球、1思，のです，、

　
主
人
が
交
通
事
故
で
死
亡
し
、
一
歳
半
に
な
る
息
子
を
保
育

所
に
預
け
て
働
き
に
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
子
供
が
病
弱
な
た
め
、
最
近
で
は
勤
め
を
休
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
日
が
増
え
、
経
済
的
に
大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

知
人
は
生
活
保
護
の
申
請
を
し
て
は
ど
う
か
と
勧
め
る
の
で
す

が
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

金
銭
給
付
や
現
物
給
付

保
護
施
設
も
あ
り
ま
す

き
れ
な
い
場
合
に
、
そ
の
不
足
を
補

う
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

生
活
保
護
の
種
類

　
生
活
保
護
の
制
度
は
、
一
家
の
働

き
手
が
死
亡
し
た
り
、
病
気
に
な
っ

て
収
入
が
途
絶
え
、
生
活
が
困
難
に

な
っ
た
と
き
、
最
低
限
度
の
生
活
を

保
障
す
る
と
と
も
に
自
立
の
足
固
め

が
で
き
る
よ
う
に
援
助
の
手
を
差
し

伸
べ
る
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
場

合
で
も
、
働
く
能
力
が
あ
る
の
に
仕

／

／
＼

事
に
就
い
て
い
な
か
っ
た
り
、
資
産

を
活
用
す
れ
ば
暮
ら
し
て
い
け
る
状

態
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
、
近
親
者
か

ら
援
助
を
受
け
ら
れ
る
の
に
受
け
て

い
な
い
と
い
う
よ
う
な
場
合
は
、
生

活
保
護
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
生
活
保
護
は
、
で
き
る
限
り
の

努
力
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

収
入
が
最
低
限
度
の
生
活
費
を
賄
い

＼
＼

／

ノ、＼

％
帯

＼
￥
’
！
／

／
ノ
●
〃

γ
！
／葦
§勾

α
■
θ

　
保
護
を
必
要
と
す
る
内
容
に
応
じ

て
、
次
に
挙
げ
る
七
種
類
の
扶
助
の

中
か
ら
、
一
つ
ま
た
は
二
つ
以
上
の

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ω
生
活
扶
助

　
衣
服
な
ど
日
常
生
活
を
送
る
の
に

　
必
要
な
費
用
で
、
飲
食
費
、
燃
料

　
費
な
ど
。

⑬
教
育
扶
助

　
小
・
中
学
校
に
在
学
中
の
学
童
・

　
生
徒
の
た
め
の
費
用
で
、
学
用
品

　
費
、
通
学
の
た
め
の
交
通
費
な
ど
。

㈹
住
宅
扶
助

　
家
賃
、
間
代
、
地
代
な
ど
の
支
払

　
い
に
当
て
る
費
用
ま
た
は
住
宅
補

　
修
費
。

㈲
医
療
扶
助

　
け
が
や
病
気
の
と
き
に
医
者
に
か

　
か
っ
た
り
薬
を
も
ら
う
た
め
の
費

　
用
な
ど
．

㈲
出
産
扶
助

　
お
産
の
た
め
の
費
用
で
、
分
べ
ん

　
費
、
衛
生
材
料
費
な
ど
。

㈲
生
業
扶
助

　
生
業
に
必
要
な
資
金
、
器
具
や
資

　
材
の
購
入
費
用
、
技
術
習
得
に
必

　
要
な
費
用
、
就
職
の
た
め
に
必
要

　
な
費
用
な
ど
。

ω
葬
祭
費
用

　
葬
、
ど
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用

　
こ
れ
ら
の
保
護
は
、
医
療
扶
助
を

除
い
て
金
銭
給
付
を
原
則
と
し
て
い

ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
て
現
物
給
付

あ
る
い
は
次
の
保
護
施
設
の
提
供
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

①
救
護
施
設

　
心
身
に
著
し
い
障
害
が
あ
り
、
独

　
立
し
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

　
困
難
な
人
を
収
容
。

②
更
生
施
設

　
精
神
ま
た
は
身
体
上
の
理
由
に
よ

　
り
、
養
護
や
補
導
の
必
要
の
あ
る

　
人
を
収
容
。

③
医
療
保
護
施
設

　
医
療
給
付
を
行
う
。

④
授
産
施
設

　
精
神
ま
た
は
身
体
上
の
理
由
や
世

　
帯
の
事
情
な
ど
で
就
業
が
困
難
な

　
人
に
、
自
立
を
助
け
る
た
め
の
仕

　
事
や
技
術
習
得
の
機
会
な
ど
を
与

　
え
る
。

⑤
宿
泊
提
供
施
設

　
住
居
の
な
い
世
帯
に
対
し
て
住
宅

　
扶
助
を
行
う
。

生
活
保
護
を

　
　
　
　
受
け
る
手
続
き

　
保
護
を
受
け
た
い
と
き
は
、
本
人

か
、
そ
の
扶
養
義
務
者
ま
た
は
同
居

の
親
族
が
、
民
生
委
員
さ
ん
か
役
場
の

福
祉
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
緊
急
の
場
合
は
保
護
の
申
請
が
な

く
て
も
必
要
な
保
護
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
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安全に稲び諺
　　　　　　　り与、＼ぐ

　
花
火
は
、
大
人
も
一
一
制
に
も
幅
広

く
親
し
ま
れ
、
夏
の
夜
な
ら
で
は
の

風
物
詩
と
し
て
、
庭
さ
き
で
手
軽
に

楽
し
め
る
遊
び
で
す
。

　
し
か
し
、
安
易
な
取
扱
い
方
を
す

る
と
火
災
、
や
け
ど
な
ど
の
人
身
事

故
を
起
こ
し
ま
す
。

　
安
全
に
楽
し
く
花
火
遊
び
を
す
る

た
め
に
、
つ
ぎ
の
点
に
十
分
注
意
し

ま
し
よ
う
。

▼
花
火
の
種
類
に
よ
っ
て
注
意
事
項

も
異
な
り
ま
す
。
火
を
つ
け
る
前
に

説
明
書
き
を
よ
く
読
む
。

▼
打
ち
上
げ
花
火
や
吹
き
出
し
花
火

は
、
底
を
し
っ
か
り
固
定
す
る
。

▼
綿
や
レ
ー
ヨ
ン
な
ど
は
燃
え
や
す

く
、
表
面
が
。
ハ
イ
ル
状
で
毛
羽
立
っ

て
い
る
衣
類
で
は
、
火
が
触
れ
る
と

表
面
を
火
が
走
り
ま
す
。
ま
た
、
合

成
繊
維
の
衣
類
に
火
が
つ
く
と
、
繊

維
が
溶
け
て
皮
膚
に
こ
び
り
つ
き
、

大
や
け
ど
に
な
り
ま
す
。
服
装
に
も

気
を
配
る
。

▼
高
温
、
多
湿
、
直
射
日
光
の
下
で

保
管
し
た
花
火
は
自
然
発
火
し
た
り
、

一
時
立
ち
消
え
に
な
っ
て
、
そ
れ
に

再
度
点
火
し
た
時
爆
発
し
た
り
し
ま

す
。
花
火
の
保
管
に
も
気
を
つ
け
る
。

聖

　
　
ノ

η
μ
　
　
r

挙
、

▼
子
　
母
け
の
花
火
遊
び
は
避
け
る

と
と
も
に
、
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を

必
ず
用
意
し
、
火
の
始
末
を
よ
く
確

認
す
る
。

▼
気
象
条
件
を
考
慮
し
、
安
全
な
場

所
を
選
ぶ
。

▼
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
ま
と
め
て

点
火
し
な
い
。魑
淑．繋

8
月
の
行
事
予
定

3
日

　舞

鐸
〆ーノ

5
日

6
日

薬

＼

98日日n
日

西マ“ぴ◆晦》罫揮ゆ
健康づくりO食生活
（◆ム◎ム9漁三〇ム○蕊○▲望芸◎盗樹

朝食は1日の原動力
　1日3度の食事は、どれをとっても健康を守る上

で欠かすことはできません。

　朝、昼、夕とそれぞれバランスのとれた栄養を摂

取することが原則ですが1日の労働内容や生活時間、

食習慣などによって適当に栄養を配分することが大

切です。

　朝食は、その日1日の原動力となるものですから

頭の回転を良くし、動作を機敏にしてさわやかなス

タートを切るためにも、献立には気を配りたいものです

　最近「やせたい」「時間がない」「食欲がない」など

と朝食をとらずに出勤するサラリーマンや若い女性

　
　
　
す

　
　
　
ま

　
　
　
て

　
　
　
・
凡

　
　
　
増
抜

　
　
　
が

最
朝
供
朝

　
　
　
子

　朝食抜きといっても、昼食や夕食で1日分の栄養

バランスがとれるようなら、さほど深刻な問題では

ないと言えます。しかし、昼食の内容が、満腹感が

得られるだけのそばやラーメンといった献立では、

十分な栄養は期待できません。このような昼食にな

りがちな人こそ、夏の暑さに立ち向かうスタミナを

つけるために、充実した朝食をとりたいものです。

　ごはんと実の少ないみそ汁とか、パンとコーヒー

といった朝食では、エネルギーはとれますが栄養的

には＋分とは言えません。もう一品おかずを増やし

たいものです。

　理想的な朝食とは、良質のたんぱく質、カルシウ

ム・ビタミンCを多く含む食品が優先的にとれるよ

うな献立内容のもの、主な食品としては卵・豆腐・

牛乳・チーズ・ヨーグルト・緑黄色野菜・果物・小

魚などがあります。これらの食品をバランスよく食

べて1日のさわやかなスタートを切りたいものです。

　　朝食抜きの割合　　　　　　　国民栄養調査

10歳代 20歳代 30歳代 40～50歳代

男 14．2％ 27．5％ 17．8％ 9．2％

女 13．3％ 19．7％ 11．7％ 7．7％

1914
日　日

20
日

22
日

23

日
か
ら
出
稼
者
循
環
器
結
果
指
導

　
　
　
会

25

日
　
母
親
学
級
（
自
然
休
養
村
セ

　
　
　
ン
タ
i
）

29

日
　
上
越
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

　
　
　
会
（
布
川
婦
人
参
加
）

下
旬
　
第
2
回
町
総
合
計
画
審
議
会

（
委
員
1
2
名
、
5
8
年
ー
60
年
の

　
　
　
3
力
年
実
施
計
画
審
議
）

聴
覚
障
害
者
巡
回
相
談

母
子
、
父
子
慰
安
旅
行

婦
人
（
子
宮
ガ
ン
）
検
診
6

日
ま
で

浦
田
地
区
献
血
（
克
雪
セ
ン

タ
ー
）

松
之
山
保
育
所
親
子
遠
足

食
生
活
改
善
推
進
員
研
修
会

町
民
体
育
大
会
（
松
中
）

教
育
相
談
研
修
会
（
1
0
日
ま

で
）母
子
健
康
相
談
（
午
前
松
之

山
、
布
川
、
午
後
松
里
、
浦

田
）郡
中
学
校
水
泳
大
会
（
町
民

プ
ー
ル
）

子
ど
も
会
交
歓
会

成
人
式

糖
尿
病
予
防
教
室
（
2
0
日
・

24
日
）

町
慰
霊
祭

町
民
プ
ー
ル
閉
館
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∠灘膿。球、1思，のです，、

　
主
人
が
交
通
事
故
で
死
亡
し
、
一
歳
半
に
な
る
息
子
を
保
育

所
に
預
け
て
働
き
に
出
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
子
供
が
病
弱
な
た
め
、
最
近
で
は
勤
め
を
休
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
日
が
増
え
、
経
済
的
に
大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

知
人
は
生
活
保
護
の
申
請
を
し
て
は
ど
う
か
と
勧
め
る
の
で
す

が
、
ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

金
銭
給
付
や
現
物
給
付

保
護
施
設
も
あ
り
ま
す

き
れ
な
い
場
合
に
、
そ
の
不
足
を
補

う
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

生
活
保
護
の
種
類

　
生
活
保
護
の
制
度
は
、
一
家
の
働

き
手
が
死
亡
し
た
り
、
病
気
に
な
っ

て
収
入
が
途
絶
え
、
生
活
が
困
難
に

な
っ
た
と
き
、
最
低
限
度
の
生
活
を

保
障
す
る
と
と
も
に
自
立
の
足
固
め

が
で
き
る
よ
う
に
援
助
の
手
を
差
し

伸
べ
る
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
場

合
で
も
、
働
く
能
力
が
あ
る
の
に
仕

／

／
＼

事
に
就
い
て
い
な
か
っ
た
り
、
資
産

を
活
用
す
れ
ば
暮
ら
し
て
い
け
る
状

態
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
、
近
親
者
か

ら
援
助
を
受
け
ら
れ
る
の
に
受
け
て

い
な
い
と
い
う
よ
う
な
場
合
は
、
生

活
保
護
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
生
活
保
護
は
、
で
き
る
限
り
の

努
力
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

収
入
が
最
低
限
度
の
生
活
費
を
賄
い

＼
＼

／

ノ、＼

％
帯

＼
￥
’
！
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／
ノ
●
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保
護
を
必
要
と
す
る
内
容
に
応
じ

て
、
次
に
挙
げ
る
七
種
類
の
扶
助
の

中
か
ら
、
一
つ
ま
た
は
二
つ
以
上
の

給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ω
生
活
扶
助

　
衣
服
な
ど
日
常
生
活
を
送
る
の
に

　
必
要
な
費
用
で
、
飲
食
費
、
燃
料

　
費
な
ど
。

⑬
教
育
扶
助

　
小
・
中
学
校
に
在
学
中
の
学
童
・

　
生
徒
の
た
め
の
費
用
で
、
学
用
品

　
費
、
通
学
の
た
め
の
交
通
費
な
ど
。

㈹
住
宅
扶
助

　
家
賃
、
間
代
、
地
代
な
ど
の
支
払

　
い
に
当
て
る
費
用
ま
た
は
住
宅
補

　
修
費
。

㈲
医
療
扶
助

　
け
が
や
病
気
の
と
き
に
医
者
に
か

　
か
っ
た
り
薬
を
も
ら
う
た
め
の
費

　
用
な
ど
．

㈲
出
産
扶
助

　
お
産
の
た
め
の
費
用
で
、
分
べ
ん

　
費
、
衛
生
材
料
費
な
ど
。

㈲
生
業
扶
助

　
生
業
に
必
要
な
資
金
、
器
具
や
資

　
材
の
購
入
費
用
、
技
術
習
得
に
必

　
要
な
費
用
、
就
職
の
た
め
に
必
要

　
な
費
用
な
ど
。

ω
葬
祭
費
用

　
葬
、
ど
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用

　
こ
れ
ら
の
保
護
は
、
医
療
扶
助
を

除
い
て
金
銭
給
付
を
原
則
と
し
て
い

ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
て
現
物
給
付

あ
る
い
は
次
の
保
護
施
設
の
提
供
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。

①
救
護
施
設

　
心
身
に
著
し
い
障
害
が
あ
り
、
独

　
立
し
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

　
困
難
な
人
を
収
容
。

②
更
生
施
設

　
精
神
ま
た
は
身
体
上
の
理
由
に
よ

　
り
、
養
護
や
補
導
の
必
要
の
あ
る

　
人
を
収
容
。

③
医
療
保
護
施
設

　
医
療
給
付
を
行
う
。

④
授
産
施
設

　
精
神
ま
た
は
身
体
上
の
理
由
や
世

　
帯
の
事
情
な
ど
で
就
業
が
困
難
な

　
人
に
、
自
立
を
助
け
る
た
め
の
仕

　
事
や
技
術
習
得
の
機
会
な
ど
を
与

　
え
る
。

⑤
宿
泊
提
供
施
設

　
住
居
の
な
い
世
帯
に
対
し
て
住
宅

　
扶
助
を
行
う
。

生
活
保
護
を

　
　
　
　
受
け
る
手
続
き

　
保
護
を
受
け
た
い
と
き
は
、
本
人

か
、
そ
の
扶
養
義
務
者
ま
た
は
同
居

の
親
族
が
、
民
生
委
員
さ
ん
か
役
場
の

福
祉
係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
緊
急
の
場
合
は
保
護
の
申
請
が
な

く
て
も
必
要
な
保
護
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
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安全に稲び諺
　　　　　　　り与、＼ぐ

　
花
火
は
、
大
人
も
一
一
制
に
も
幅
広

く
親
し
ま
れ
、
夏
の
夜
な
ら
で
は
の

風
物
詩
と
し
て
、
庭
さ
き
で
手
軽
に

楽
し
め
る
遊
び
で
す
。

　
し
か
し
、
安
易
な
取
扱
い
方
を
す

る
と
火
災
、
や
け
ど
な
ど
の
人
身
事

故
を
起
こ
し
ま
す
。

　
安
全
に
楽
し
く
花
火
遊
び
を
す
る

た
め
に
、
つ
ぎ
の
点
に
十
分
注
意
し

ま
し
よ
う
。

▼
花
火
の
種
類
に
よ
っ
て
注
意
事
項

も
異
な
り
ま
す
。
火
を
つ
け
る
前
に

説
明
書
き
を
よ
く
読
む
。

▼
打
ち
上
げ
花
火
や
吹
き
出
し
花
火

は
、
底
を
し
っ
か
り
固
定
す
る
。

▼
綿
や
レ
ー
ヨ
ン
な
ど
は
燃
え
や
す

く
、
表
面
が
。
ハ
イ
ル
状
で
毛
羽
立
っ

て
い
る
衣
類
で
は
、
火
が
触
れ
る
と

表
面
を
火
が
走
り
ま
す
。
ま
た
、
合

成
繊
維
の
衣
類
に
火
が
つ
く
と
、
繊

維
が
溶
け
て
皮
膚
に
こ
び
り
つ
き
、

大
や
け
ど
に
な
り
ま
す
。
服
装
に
も

気
を
配
る
。

▼
高
温
、
多
湿
、
直
射
日
光
の
下
で

保
管
し
た
花
火
は
自
然
発
火
し
た
り
、

一
時
立
ち
消
え
に
な
っ
て
、
そ
れ
に

再
度
点
火
し
た
時
爆
発
し
た
り
し
ま

す
。
花
火
の
保
管
に
も
気
を
つ
け
る
。

聖

　
　
ノ

η
μ
　
　
r

挙
、

▼
子
　
母
け
の
花
火
遊
び
は
避
け
る

と
と
も
に
、
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を

必
ず
用
意
し
、
火
の
始
末
を
よ
く
確

認
す
る
。

▼
気
象
条
件
を
考
慮
し
、
安
全
な
場

所
を
選
ぶ
。

▼
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
ま
と
め
て

点
火
し
な
い
。魑
淑．繋

8
月
の
行
事
予
定

3
日

　舞

鐸
〆ーノ

5
日

6
日

薬

＼

98日日n
日

西マ“ぴ◆晦》罫揮ゆ
健康づくりO食生活
（◆ム◎ム9漁三〇ム○蕊○▲望芸◎盗樹

朝食は1日の原動力
　1日3度の食事は、どれをとっても健康を守る上

で欠かすことはできません。

　朝、昼、夕とそれぞれバランスのとれた栄養を摂

取することが原則ですが1日の労働内容や生活時間、

食習慣などによって適当に栄養を配分することが大

切です。

　朝食は、その日1日の原動力となるものですから
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タートを切るためにも、献立には気を配りたいものです

　最近「やせたい」「時間がない」「食欲がない」など

と朝食をとらずに出勤するサラリーマンや若い女性

　
　
　
す

　
　
　
ま

　
　
　
て

　
　
　
・
凡

　
　
　
増
抜

　
　
　
が

最
朝
供
朝

　
　
　
子

　朝食抜きといっても、昼食や夕食で1日分の栄養

バランスがとれるようなら、さほど深刻な問題では
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　　朝食抜きの割合　　　　　　　国民栄養調査

10歳代 20歳代 30歳代 40～50歳代

男 14．2％ 27．5％ 17．8％ 9．2％

女 13．3％ 19．7％ 11．7％ 7．7％

1914
日　日

20
日

22
日

23

日
か
ら
出
稼
者
循
環
器
結
果
指
導

　
　
　
会

25

日
　
母
親
学
級
（
自
然
休
養
村
セ

　
　
　
ン
タ
i
）

29

日
　
上
越
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

　
　
　
会
（
布
川
婦
人
参
加
）

下
旬
　
第
2
回
町
総
合
計
画
審
議
会

（
委
員
1
2
名
、
5
8
年
ー
60
年
の

　
　
　
3
力
年
実
施
計
画
審
議
）

聴
覚
障
害
者
巡
回
相
談

母
子
、
父
子
慰
安
旅
行

婦
人
（
子
宮
ガ
ン
）
検
診
6

日
ま
で

浦
田
地
区
献
血
（
克
雪
セ
ン

タ
ー
）

松
之
山
保
育
所
親
子
遠
足

食
生
活
改
善
推
進
員
研
修
会

町
民
体
育
大
会
（
松
中
）

教
育
相
談
研
修
会
（
1
0
日
ま

で
）母
子
健
康
相
談
（
午
前
松
之

山
、
布
川
、
午
後
松
里
、
浦

田
）郡
中
学
校
水
泳
大
会
（
町
民

プ
ー
ル
）

子
ど
も
会
交
歓
会

成
人
式

糖
尿
病
予
防
教
室
（
2
0
日
・

24
日
）

町
慰
霊
祭

町
民
プ
ー
ル
閉
館
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を。層深めた頼信町民の期待と

5肖防大会松之山町
分遣所が特別協力参加

』
レ
熱
の
は
い
っ
た
小
型
ポ
ン
プ
操
法

　町の消防力の充実を求め、7月18日松之山中学校グランドに

おいて団員300名の出場による町消防大会が盛大に行なわれま

した。

　消防署、警察署や町議会婦人会等関係者約30名の来賓を迎え

閲団入場行進、人員姿勢服装の点検、規律訓練、ポンプ操法な

ど日常の消防訓練の成果を披露しました。

　特別協力参加の松之山分遣所職員によるきびきびした小型ポ

ンプ操法の模範演技があり、過疎と高齢化が進むなかで、町民

の期待と信頼を一層高めました。

　なお、このあと無火災部落（70年光間、西之前40年　藤倉30

年　上川手20年　北浦田10年坪野）の表彰がありました。

幅難鱒　 昂．［．
“麟触、灘難購
凝鞭磁懸

　　　▲大会長に敬礼

ー
①
卜
N
ー

▲真剣にとりくむ機動隊

▲大会を盛りあげたラッパ隊員

麟

▲来賓の前を行進する緊張ぎみの団員

7
月
に
あ
つ
た
行
事

1
日
　
栄
養
改
善
指
導

　
　
　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

　
　
　
消
防
分
団
長
会
議

　
　
　
新
潟
市
の
ス
ー
パ
ー
で
観
光

　
　
　
宣
伝
（
2
日
ま
で
）

4
日
　
郡
青
年
大
会
（
町
民
体
育
館
）

5
日
　
献
血
（
松
里
地
区
捌
人
）

　
　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
、

　
　
　
国
民
年
金
委
員
研
修
会

　
　
　
救
急
法
、
水
泳
指
導
講
習
会

6
日
「
お
酒
と
健
康
」
講
演
会

7
日
　
布
川
保
育
所
親
子
遠
足

8
日
　
町
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
第
2
回
町
農
業
者
年
金
受
給

　
　
　
者
連
盟
総
会

9
日
　
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
更
新

　
　
　
（
東
川
・
浦
田
に
設
置
）

　
　
　
松
里
保
育
所
親
子
遠
足

－o

日
　
乳
幼
児
健
診

H
日
　
消
防
一
日
訓
練

　
　
　
夏
期
学
生
合
宿
開
始

12

日
　
出
稼
者
検
診
、
循
環
器
検
診

　
　
（
媚
人
、
1
6
日
ま
で
）

B
日
　
身
体
障
害
者
巡
回
相
談
（
松

　
　
　
代
町
）

14

日
　
町
校
長
・
教
頭
合
同
会
議

181615
日　日　日

212019
日　日　日

22
日

2625
日　日

27
日

29
日

30
日

第
2
回
農
業
祭
打
合
せ
会

教
科
書
採
択
協
議
会
（
上
越
市
）

郡
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

町
母
子
福
祉
会
視
察
研
修
旅

行町
消
防
大
会

糖
尿
病
検
診
（
2
9
人
）

浦
田
保
育
所
親
子
遠
足

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

（
8
月
20
日
ま
で
）

胃
が
ん
検
診
（
卿
人
、
2
8
日

ま
で
）

教
育
委
員
会

上
越
消
防
大
会
（
妙
高
村
）

第
一
回
町
総
合
計
画
審
議
会

（
5
8
年
～
6
0
年
の
3
力
年
計
画
）

議
会
全
員
協
議
会

温
泉
委
員
会

開
眼
検
診
（
身
体
障
害
者
8

人
）選
挙
管
理
委
員
会
（
農
業
委

員
の
選
挙
に
つ
い
て
）

町
小
学
校
水
泳
大
会

農
業
委
員
会
総
会

8
月
の
休
診

　
　
　
　
　
松
之
山
診
療
所

8
月
7
日
（
土
）
医
師
都
合
に
よ
り

　
　
M
日
（
土
）
指
定
休
日
の
た
め

黄
聖
藻
み

難
｝
医
師
竃

＊
毎
週
火
曜
日
は
湯
本
出
張
日
で
す
。

＊
8
月
5
日
．
1
9
日
は
東
川
出
張
日

＊
8
月
1
2
日
・
2
6
日
は
浦
田
出
張
日
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黙命の綱“を守るたあな

1日1ゆ31日8月シートベルト着用推進運動

　
あ
な
た
は
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
ま
す
か
。

　
昨
年
一
年
間
に
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
方
の
約
四
〇
％
近
く
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
や
同
乗
者
で
す
。

　
車
に
乗
っ
て
い
て
万
が
一
事
故
に
遭
っ
た
場
合
、
そ
の
被
害
を
防
止
し
た
り

軽
減
す
る
の
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

車
に
乗
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
夏
は
、
暑
さ
に
よ
る
心
身
の
疲
労

に
加
え
て
、
レ
ジ
ャ
ー
や
帰
省
な
ど

で
マ
イ
カ
ー
の
利
用
が
増
え
、
毎
年

交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
「
面
倒
だ
か
ら
」
　
「
き
ゅ

う
く
つ
だ
か
ら
」
な
ど
の
理
由
で
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
い
ド
ラ

イ
バ
ー
や
同
乗
者
が
大
変
多
い
状
況

で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
八
月
は
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
運
動
が
全
国

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ

ー
や
同
乗
者
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
”
車
に
乗
っ
た
ら
、
ま
ず

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
”
を
習
慣
づ
け
て
く

だ
さ
い
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
交
通
事
故
か

ら
あ
な
た
の
生
命
を
守
る
命
の
綱
で

す
。

腕
や
足
で
は

　
　
支
え
き
れ
な
い

　
人
間
の
体
が
普
通
の
状
態
で
支
え

ら
れ
る
力
は
、
腕
で
五
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
脚
で
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
限
度
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
実
験
に
よ
り
ま
す
と
、
時
速
六
十

キ
ロ
で
走
っ
て
い
る
車
が
固
定
壁
に

衝
突
す
る
と
、
そ
の
衝
撃
は
、
な
ん

と
ビ
ル
の
五
階
程
度
の
高
さ
（
約
十

四
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
落
ち
た
と
き
の

シ
ョ
ッ
ク
に
等
し
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
体
重
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

ド
ラ
イ
バ
ー
が
時
速
二
十
キ
ロ
の
速

度
で
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
し
ま
す
と
、

そ
の
時
に
受
け
る
衝
撃
は
、
体
重
の

六
倍
以
上
に
相
当
す
る
重
さ
の
物
が

　いつも安全運転大荒戸の高沢さん

隷驚…轟、黛撫、無礁熱暴

◆フロントガラスや車内の突起物に頭や胸を強打

　することを防止できる。

ぶ
つ
か
っ
て
き
た
の
と
同
じ
力
が
働

く
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
も
し
も
あ
な
た
が
事
故
が
起
き
て

も
、
ハ
ン
ド
ル
を
し
っ
か
り
握
っ
て
、

腕
や
脚
で
体
を
強
く
支
え
て
い
れ
ば

生
命
は
守
れ
る
、
と
思
っ
て
い
れ
ば
、

そ
れ
は
、
と
ん
で
も
な
い
思
い
違
い

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

　
自
分
の
腕
や
脚
だ
け
で
生
命
を
守

り
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、

お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す

が
、
約
八
割
の
ド
ラ
イ
バ
…
が
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
い
で
運
転
し

て
い
ま
す
。

　
最
近
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
性
能
も

一
段
と
よ
く
な
り
、
バ
ッ
ク
ル
を
セ

ッ
ト
す
る
だ
け
で
簡
単
に
着
用
で
き

ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
、

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆激突時のショックによって、車外にはじき出さ

　れることを防止したり、万一火災を起こしたと

　きなどでも激突で意識を失うこともなくなるの

　で、車外に避難できる。

◆正しい運転姿勢が確保され、ハンドル操作が確

実になち。

◆体が固定されるから、運転に注意力が集中し、

　カーブやでこぼこ道でも、さほど疲れないで運

転できる。

1””ll”””ll”“1【111”“””””ll”li”II”IIll””“IIIII”lllll””””1””1”lll”II””ill””llllll””1”1”ll“Illll”lll”””i“”ll””ll“””“ml”1”lll””“1”“広報まつのやまNα7811“1””1””1

県職員の舞用試験

　県では、昭和57年度中級、初級およ

び県市町村立小中養護学校事務職員の

採用試験を行ないます。

◎
受
付
期
間
　
八
R
　
†
七
日
か
ら

　
　
　
　
　
九
月
　
十
六
日
ま
で

◎
第
一
次
試
験
日

　
　
　
　
　
十
月
　
十
七
日
（
日
）

◎
職
　
種

　
☆
中
級
－
保
母
・
農
業
改
良
普
及

　
員
・
診
療
放
射
線
技
師
・
臨
床
検

　
査
技
師
・
司
書
・
婦
人
警
察
補
導

　
員
　
☆
初
級
i
｝
般
事
務
A
B
・
土
木
・

　
交
通
巡
視
員

　
☆
小
中
養
護
学
校
事
務
職
員

◎
申
込
用
紙
の
請
求
先

　
脇
新
潟
市
｝
番
堀
通
り
町

　
　
県
庁
分
館
内

　
新
潟
県
人
事
委
員
会

農
業
委
員
の
選
挙

　
九
月
三
十
日
任
期
満
了
に
よ
る
、

松
之
山
町
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙

日
程
が
選
挙
管
理
委
員
会
で
決
定
し

ま
し
た
。

九
月
　
四
日
（
土
）
告
示

九
月
十
一
日
（
土
）
選
挙

’

　
　
　
一
，

。
1

　　一　亀o

蕪
保
健
相
談
所
の

開
設

　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
保
健
所

　
太
島
保
健
所
で
は
七
月
よ
り
、
定

期
に
日
常
生
活
に
関
係
す
る
保
健
衛

生
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
健

康
、
食
品
衛
生
の
安
全
性
、
公
害
問

題
等
で
悩
み
が
あ
る
方
は
、
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

▽
日
　
時

　
第
二
水
曜
日
・
午
後
一
時
～
四
時

（
医
師
を
含
む
保
健
所
職
員
）

　
第
四
水
曜
日
・
午
後
一
時
～
四
時

（
保
健
所
職
貝
の
み
）

職業訓練生募集

　県立上越高等職業訓練校では、昭和

58年度普通訓練課程（高校卒30歳以下

の訓練生を募集しております。

▽
夙
　
施
設
科
、
二
〇
名
　
　
か
年

▽
自
動
車
整
備
技
術
科

　
　
　
　
　
　
三
〇
名

▽
建
築
科

か
年

二
〇
名
　
　
か
年

◎
応
募
受
付

　
九
月
一
日
よ
り
十
月
二
〇
日
ま
で

　
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
へ
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
上
越
市
大
字
大
豆

　
　
　
　
　
　
三
二
九
〇
番
地
の
一

新
潟
県
立
上
越
高
等
職
業
訓
練
校

　
費
〇
二
五
五
（
二
三
）
一
二
五
九
六

屋
外
広
告
物

講
習
会

　
屋
外
広
告
業
を
営
む
者
は
、
新
潟

県
屋
外
広
告
物
条
例
の
規
定
に
よ
り
、

屋
外
広
告
物
講
習
会
修
了
者
等
の
設

置
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
屋
外
広
告

物
に
関
し
必
要
な
知
識
を
修
得
し
て

も
ら
う
た
め
に
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。▽
期
日
・
八
月
三
十
一
日
（
火
）

　
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

▽
場
所
・
新
潟
市
一
番
堀
通
町
一

　
　
　
　
白
山
会
館

▽
申
込
・
八
月
二
十
四
日
（
火
）
ま
で

　
新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町

　
新
潟
県
土
木
部
都
市
計
画
課

水
道
の
節
水

お
願
い
　
　
℃

　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
凶
，
健

　
空
梅
雨
で
水
源
の
水
が
大
変
少
な

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
雨
が
降
り
ま
せ
ん
と
時

間
給
水
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

態
で
す
。
特
に
お
盆
頃
が
大
変
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
誠
に
申
し
訳
け

あ
り
ま
せ
ん
が
節
水
に
お
協
力
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
1
松
之
山
町
水
道
係
ー

毎
月
勤
労
統
計
調
査
の

　
　
　
　
特
別
調
査

松
之
山
・
湯
山
・
上
川
手

　
労
働
省
で
は
、
本
年
七
月
三

十
一
日
現
在
で
常
用
労
働
者
一

～
二
十
九
人
の
事
業
所
を
対
象

に
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調

査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
一
～
二
十
九

人
規
模
事
業
所
に
お
け
る
賃
金
、

労
働
時
間
及
び
雇
用
の
動
向
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
そ
の

結
果
は
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
所

に
働
く
人
達
の
た
め
の
諸
施
策

の
基
礎
資
料
に
す
る
な
ど
大
切

な
調
査
で
す
。

　
八
月
中
旬
か
ら
調
査
の
対
象

と
な
る
事
業
所
に
は
統
計
調
査

貝
が
お
訪
ね
し
ま
す
の
で
、
ご

多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が

調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
く
だ

さ
い
ま
㌧
て
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
し
ま
し
た
個
々

の
事
実
を
税
金
関
係
な
ど
統
計

以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
調

査
事
項
に
つ
い
て
は
、
統
計
調

査
員
に
あ
り
の
ま
ま
お
話
し
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
1
総
務
課
・
財
政
係
1
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黙命の綱“を守るたあな

1日1ゆ31日8月シートベルト着用推進運動

　
あ
な
た
は
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
ま
す
か
。

　
昨
年
一
年
間
に
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
方
の
約
四
〇
％
近
く
は
、
ド
ラ
イ

バ
ー
や
同
乗
者
で
す
。

　
車
に
乗
っ
て
い
て
万
が
一
事
故
に
遭
っ
た
場
合
、
そ
の
被
害
を
防
止
し
た
り

軽
減
す
る
の
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

車
に
乗
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
夏
は
、
暑
さ
に
よ
る
心
身
の
疲
労

に
加
え
て
、
レ
ジ
ャ
ー
や
帰
省
な
ど

で
マ
イ
カ
ー
の
利
用
が
増
え
、
毎
年

交
通
事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　
し
か
し
「
面
倒
だ
か
ら
」
　
「
き
ゅ

う
く
つ
だ
か
ら
」
な
ど
の
理
由
で
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
い
ド
ラ

イ
バ
ー
や
同
乗
者
が
大
変
多
い
状
況

で
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
八
月
は
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
運
動
が
全
国

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ

ー
や
同
乗
者
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
こ

の
機
会
に
”
車
に
乗
っ
た
ら
、
ま
ず

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
”
を
習
慣
づ
け
て
く

だ
さ
い
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
交
通
事
故
か

ら
あ
な
た
の
生
命
を
守
る
命
の
綱
で

す
。

腕
や
足
で
は

　
　
支
え
き
れ
な
い

　
人
間
の
体
が
普
通
の
状
態
で
支
え

ら
れ
る
力
は
、
腕
で
五
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
、
脚
で
百
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
限
度
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
実
験
に
よ
り
ま
す
と
、
時
速
六
十

キ
ロ
で
走
っ
て
い
る
車
が
固
定
壁
に

衝
突
す
る
と
、
そ
の
衝
撃
は
、
な
ん

と
ビ
ル
の
五
階
程
度
の
高
さ
（
約
十

四
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
落
ち
た
と
き
の

シ
ョ
ッ
ク
に
等
し
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
体
重
六
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

ド
ラ
イ
バ
ー
が
時
速
二
十
キ
ロ
の
速

度
で
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
し
ま
す
と
、

そ
の
時
に
受
け
る
衝
撃
は
、
体
重
の

六
倍
以
上
に
相
当
す
る
重
さ
の
物
が

　いつも安全運転大荒戸の高沢さん

隷驚…轟、黛撫、無礁熱暴

◆フロントガラスや車内の突起物に頭や胸を強打

　することを防止できる。

ぶ
つ
か
っ
て
き
た
の
と
同
じ
力
が
働

く
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
も
し
も
あ
な
た
が
事
故
が
起
き
て

も
、
ハ
ン
ド
ル
を
し
っ
か
り
握
っ
て
、

腕
や
脚
で
体
を
強
く
支
え
て
い
れ
ば

生
命
は
守
れ
る
、
と
思
っ
て
い
れ
ば
、

そ
れ
は
、
と
ん
で
も
な
い
思
い
違
い

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
．

　
自
分
の
腕
や
脚
だ
け
で
生
命
を
守

り
き
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
、

お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す

が
、
約
八
割
の
ド
ラ
イ
バ
…
が
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
い
で
運
転
し

て
い
ま
す
。

　
最
近
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
性
能
も

一
段
と
よ
く
な
り
、
バ
ッ
ク
ル
を
セ

ッ
ト
す
る
だ
け
で
簡
単
に
着
用
で
き

ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
、

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆激突時のショックによって、車外にはじき出さ

　れることを防止したり、万一火災を起こしたと

　きなどでも激突で意識を失うこともなくなるの

　で、車外に避難できる。

◆正しい運転姿勢が確保され、ハンドル操作が確

実になち。

◆体が固定されるから、運転に注意力が集中し、

　カーブやでこぼこ道でも、さほど疲れないで運

転できる。
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県職員の舞用試験

　県では、昭和57年度中級、初級およ

び県市町村立小中養護学校事務職員の

採用試験を行ないます。

◎
受
付
期
間
　
八
R
　
†
七
日
か
ら

　
　
　
　
　
九
月
　
十
六
日
ま
で

◎
第
一
次
試
験
日

　
　
　
　
　
十
月
　
十
七
日
（
日
）

◎
職
　
種

　
☆
中
級
－
保
母
・
農
業
改
良
普
及

　
員
・
診
療
放
射
線
技
師
・
臨
床
検

　
査
技
師
・
司
書
・
婦
人
警
察
補
導

　
員
　
☆
初
級
i
｝
般
事
務
A
B
・
土
木
・

　
交
通
巡
視
員

　
☆
小
中
養
護
学
校
事
務
職
員

◎
申
込
用
紙
の
請
求
先

　
脇
新
潟
市
｝
番
堀
通
り
町

　
　
県
庁
分
館
内

　
新
潟
県
人
事
委
員
会

農
業
委
員
の
選
挙

　
九
月
三
十
日
任
期
満
了
に
よ
る
、

松
之
山
町
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙

日
程
が
選
挙
管
理
委
員
会
で
決
定
し

ま
し
た
。

九
月
　
四
日
（
土
）
告
示

九
月
十
一
日
（
土
）
選
挙

’

　
　
　
一
，

。
1

　　一　亀o

蕪
保
健
相
談
所
の

開
設

　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
保
健
所

　
太
島
保
健
所
で
は
七
月
よ
り
、
定

期
に
日
常
生
活
に
関
係
す
る
保
健
衛

生
等
の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
健

康
、
食
品
衛
生
の
安
全
性
、
公
害
問

題
等
で
悩
み
が
あ
る
方
は
、
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

▽
日
　
時

　
第
二
水
曜
日
・
午
後
一
時
～
四
時

（
医
師
を
含
む
保
健
所
職
員
）

　
第
四
水
曜
日
・
午
後
一
時
～
四
時

（
保
健
所
職
貝
の
み
）

職業訓練生募集

　県立上越高等職業訓練校では、昭和

58年度普通訓練課程（高校卒30歳以下

の訓練生を募集しております。

▽
夙
　
施
設
科
、
二
〇
名
　
　
か
年

▽
自
動
車
整
備
技
術
科

　
　
　
　
　
　
三
〇
名

▽
建
築
科

か
年

二
〇
名
　
　
か
年

◎
応
募
受
付

　
九
月
一
日
よ
り
十
月
二
〇
日
ま
で

　
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
へ
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
上
越
市
大
字
大
豆

　
　
　
　
　
　
三
二
九
〇
番
地
の
一

新
潟
県
立
上
越
高
等
職
業
訓
練
校

　
費
〇
二
五
五
（
二
三
）
一
二
五
九
六

屋
外
広
告
物

講
習
会

　
屋
外
広
告
業
を
営
む
者
は
、
新
潟

県
屋
外
広
告
物
条
例
の
規
定
に
よ
り
、

屋
外
広
告
物
講
習
会
修
了
者
等
の
設

置
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
屋
外
広
告

物
に
関
し
必
要
な
知
識
を
修
得
し
て

も
ら
う
た
め
に
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。▽
期
日
・
八
月
三
十
一
日
（
火
）

　
午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

▽
場
所
・
新
潟
市
一
番
堀
通
町
一

　
　
　
　
白
山
会
館

▽
申
込
・
八
月
二
十
四
日
（
火
）
ま
で

　
新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町

　
新
潟
県
土
木
部
都
市
計
画
課

水
道
の
節
水

お
願
い
　
　
℃

　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
凶
，
健

　
空
梅
雨
で
水
源
の
水
が
大
変
少
な

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
雨
が
降
り
ま
せ
ん
と
時

間
給
水
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

態
で
す
。
特
に
お
盆
頃
が
大
変
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
誠
に
申
し
訳
け

あ
り
ま
せ
ん
が
節
水
に
お
協
力
下
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
1
松
之
山
町
水
道
係
ー

毎
月
勤
労
統
計
調
査
の

　
　
　
　
特
別
調
査

松
之
山
・
湯
山
・
上
川
手

　
労
働
省
で
は
、
本
年
七
月
三

十
一
日
現
在
で
常
用
労
働
者
一

～
二
十
九
人
の
事
業
所
を
対
象

に
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調

査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
一
～
二
十
九

人
規
模
事
業
所
に
お
け
る
賃
金
、

労
働
時
間
及
び
雇
用
の
動
向
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
そ
の

結
果
は
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
所

に
働
く
人
達
の
た
め
の
諸
施
策

の
基
礎
資
料
に
す
る
な
ど
大
切

な
調
査
で
す
。

　
八
月
中
旬
か
ら
調
査
の
対
象

と
な
る
事
業
所
に
は
統
計
調
査

貝
が
お
訪
ね
し
ま
す
の
で
、
ご

多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が

調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
く
だ

さ
い
ま
㌧
て
ご
協
力
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
し
ま
し
た
個
々

の
事
実
を
税
金
関
係
な
ど
統
計

以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
調

査
事
項
に
つ
い
て
は
、
統
計
調

査
員
に
あ
り
の
ま
ま
お
話
し
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
1
総
務
課
・
財
政
係
1
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住宅金融公庫

第2回個人向け融資

■申込み8月31日まで

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
方
に
、

本
年
度
第
二
回
目
の
個
人
住
宅
建
設

資
金
の
申
込
み
受
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
資
格

　
自
分
が
住
む
た
め
の
住
宅
新
築
で

土
地
の
準
備
が
あ
り
、
一
定
基
準
以

上
の
月
収
の
あ
る
方
。

▼
受
け
ら
れ
る
住
宅

　
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
一
二
〇
㎡

以
下
、
た
だ
し
、
六
〇
歳
以
上
の
老

人
、
心
身
障
害
者
、
六
人
以
上
の
家

族
が
同
居
、
二
世
帯
住
宅
の
場
合
は

一
六
五
㎡
以
下
の
住
宅
。

▼
融
資
額

木
造
住
宅
　
四
八
O
万
～

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円

断
熱
構
造
　
二
〇
万
～

　
　
　
　
　
　
　
五
〇
万
円
加
算

耐
久
性
能
　
一
〇
万
～

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
万
円
加
算

太
陽
熱
温
水
器
設
置

　
　
　
　
　
　
　
一
〇
万
円
加
算

　
ま
た
老
人
（
六
五
歳
以
上
）
又
は

心
身
障
害
者
等
が
同
居
、
二
世
帯
住

宅
の
場
合
は
五
〇
万
～
一
八
○
万
円

割
増
。

▼
利
　
　
率

▼
返
済
期
間

▼
受
付
期
間

年
五
・
五
％

ニ
レ
五
年
以
内

七
月
二
十
七
日
か
ら

八
月
三
ト
…
日
ま
で

▼
申
込
場
所

　
住
宅
建
設
場
所
と
同
一
県
内
の
「
住

宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店
」
と
表
示

し
た
金
融
機
関
．

※
十
月
一
日
以
降
の
申
込
み
か
ら
段

階
金
利
用
制
度
、
規
模
別
貸
付
制
度

が
導
入
さ
れ
ま
す
の
で
、
低
利
の
公

庫
融
資
は
今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

◎
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
住
宅

金
融
公
庫
北
関
東
支
所

台
〇
二
七
二
ー
三
一
一
ー
六
六
五
五

で
、
ご
相
談
下
さ
い
。

食品衛生週間8月2日～8日

　8月は食中毒が多く発生する季節。高温多湿のいまの気候が微生物の繁

殖に適しているからです。使い終わったまな板やほうちょうをそのままに

していませんか。ばい菌の増殖を防ぐには水洗いだけでも効果があります

手や調理器具を清潔にして、食中毒を予防しましょう。

昭和57年8月5日1”1”Illl川”IIIll

家
庭
・
職
場
の
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
困
っ
て
い
る

婦人少年室協助員

　高橋良一さん

　勤労婦人や勤労青少年、一般婦人から

職場の労働条件や就職、人間関係等、ま

＾
、
離婚や子供のこと等家庭問題で困っ

Cいることについて相談を受け関係機関

と連絡をとりながら助言指導を行なって

います。

　天水島503－1番地　費2090

小作料の支払変わる

12月20日までに

　　　　お支払い下さい

　農地の小作料徴収事務を役場（農業委

員会）で行なって来ましたが、件数の増

加、統制小作料の廃止、物納、役務によ

ろ小作料納入制度の新設などにより、従

、と状勢が変って来ましたので、今年か

ら賃貸人、賃借人の両者間で処理してい

ただくことになりました。

　毎年12月に部落総代さんを通じて小作

料の通知を役場で行なっていましたが、

今年から、この通知書は出ませんので12

月20日までに、農協の預金口座払いなど

の方法により、貸主へ納入して下さい。

画
の
患
嚢

■
浦
田
地
区

▽
木
曜
日
（
浦
田
出
張
日
）

　
1
2
日
・
2
6
日

▽
月
曜
日
（
松
之
山
診
療
所
）

　
2
日
・
3
0
日

鱒
東
川
地
区

▽
木
曜
日
（
東
川
出
張
日
〉

　
5
日
・
9
日

　
　
　
1

▽
月
曜
日
（
松
之
山
診
療
所
）

　
9
日
・
2
3
日

■
三
省
地
区

▽
水
曜
日

　
4
日
・
n
日
・
1
8
日
・
2
5
日

■
松
口
地
区

▽
金
曜
日

　
6
日
・
1
3
日
・
2
0
日
・
2
7
日

戸
籍
の
明
暗
七
月

■
う
ぶ
声

　
梱
田
誠
志
（
大
荒
戸
・
吉
彦
の
長
男
）

　
竹
内
恵
美
（
豊
田
・
啓
一
郎
の
二
女
）

　
滝
澤
　
侑
（
湯
山
・
正
彦
の
二
男
）

　
南
雲
あ
ゆ
み
（
西
之
煎
久
仁
平
の
長
女
）

　
渡
邊
　
淳
（
湯
山
・
忠
幸
の
二
男
）

■
お
く
や
み

　
樋
口
幸
一
㈹
（
中
尾
・
巾
）

　
村
山
　
富
作
㈲
（
松
之
山
・
覇
場
）

　
高
澤
巳
之
作
㈲
（
湯
本
・
郵
便
局
長
宅
）

　
小
野
塚
ハ
ナ
⑳
（
光
間
・
新
屋
）

　
山
口
亀
治
郎
㈹
（
湯
之
島
・
桶
や
）

　
佐
藤
徳
三
郎
鮒
（
月
池
・
干
場
）

　
樋
口
壽
三
郎
㈹
（
中
尾
・
孫
善
）

　
保
坂
　
ス
ミ
㈲
（
豊
田
・
殿
院
）
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防災の日・防災週間　。月，日一，日

日本は、古来、しばしば台風や地震などにより、大きな損害をこうむっています。このため

広く国民が台風、高潮、津波、地震などの災害について認識を深め、これに対処する心構え

を準備するため、昭和35年「防災の日」を創設しました。

□発行　新潟県　松之山町　□編集　議会事務局女2，508人男2，380人人口4，888人

繋

9月1日


